
晩課のポロキメン 水、金 
 

   

第１週水曜日 

 1.主よ爾は我等を保ち、我等を護りて、
こ

斯の世より永遠に至らん。（５調） 

（句）主よ、我を救ひ給へ、蓋義人は絶えたり。 
 創世記１：２４－２：３ 

 
主

晩１－水１　（５調）
よ、


爾は我等を保ち、我等を護りて、


こ


の


世


よ


り

 
 

え


い


遠


に


い


た


らん

  
 

2.主我が神よ、顧みて我に聴き給へ。（６調） 

（句）主よ、我を全く忘るること
いずれ

何の時に至るか、爾の
おもて

面を我に隠すこと何の時に至るか。 
 箴言２：１－２２ 

 

 
主

晩１－水２（６調）

我


が

 
神よ、 顧みて

 
我に 聴きた


ま

 
- え

 
 

    

 

第１週金曜日 

1. 主は憂の日に於いて爾に聴かん。（５調） 

（句）イヤコフの神の名は爾を
ふせ

扞ぎ
まも

衛らん。 
 創世記２：２５－３：２０ 

 
主

晩１－金１　（５調）

は

 
憂いの 日


に


お


い


て


なん


じ


に

 
聴


かん


 

2. 主よ、爾の力を以て自ら挙がれ、我等は爾の権能を歌頌讃栄せん。（６調） 

（句）主よ、王は爾の力を楽しまん。 
 箴言３：１９－３４ 

 

  晩１－金２（６調）

主よ、爾の力を以て自ら あ


が


れ、

  
我等爾の権能を


  

歌頌 讃

 
- 栄


せん

 
 



第２週水曜日：                                                          
 1.義人よ主の為に、喜び楽しめよ（第３１聖詠、４調）。 

    （句）不法を赦されたる人は福なり。 
 創世記４：１６～２６ 

 
義

晩２－水１　（４調）

人

 
よ、


主の ために

 
よ


ろ


こ


び


た


の


し


め


よ

 
        

2.主よ我等爾を頼むが如く、爾の憐みを我等に垂れ給え。（第３２聖詠、６調） 
         (句）義人よ主のために喜べ、讃栄するは義者に適う。 

 箴言５：１５～６：３                             

 

  晩２－金２（６調）

主よ我等爾を頼むが如く､爾のあ


わ


れ


み


を

 
我等に垂れた

 
ま


- え

 
 

 

 第２週金曜日： 
        1.願わくは爾の慈憐と爾の真実とは、常に我を守らん。（第３９聖詠、４調） 
  （句）我切に主を恃みしに、彼我に傾き給えり。 

 創世記５：３２～６：８ 

 
ね


が

晩２－金１　（４調）
わくは爾の慈憐と

 
なんじ


の

 
真実


じつ


と


は


 

つ


ね


に


我を

 
ま

 
も ら


ん


 

     2.我言えり、主よ我を憐み、我が霊をいやしたまえ。（第４０聖詠、４調） 
 （句）貧しき者乏しき者を顧みる人は福なり。 
  箴言６：２０～７：１ 

 

 
我

晩２－金２　（４調）

言えり、主よ、我をあ


わ


れ

 
み、

 
我が

たましい
霊を

 
いや
癒

 
し


たま

 
え


        

 第３週水曜日：                                               
      1.我神の恵を恃みて、永遠にいたらん。（第５１聖詠、４調） 
        （句）強き者よ、何為れぞ悪業を以て誇る。 

  創世記７：６～９  

  
我､

晩３－水１　（４調）

神


の

 
恵みを 恃み


て

 
え


い


遠


に


い

 
- た


らん

 
        



2.神が其民の虜を返さん時イアコフは喜びイズライリは楽しまん。（第５２聖詠、４調）  
        （句）無知なる者は其の心に神なしと謂えり。 

  箴言９：１２～１８ 

  
かみ

神

晩３－水２　（４調）

が

 
とりこ

其の虜を返さん


時、


イヤコフは喜


こ


び


 

イ


ズ


ライ


リ


は

 
た

 
の


し


まん


 

  

第３週金曜日： 

  1.祈る狭難
せ ま き

に於て我等に助けを与え給え、人の護
まも

祐
り

は空しければなり。（第５９聖詠、４調） 
        （句）神よ爾我等を棄て爾我等を敗れり。 

  創世記８：４～２１ 

 

 
い

晩３－金１　（４調）

の


る

 
狭きにおいて我等に助けを 与えた


ま


え


  

人の まもりは

 
虚しけれ


ば


な


り

 
       

2.神よ、我が呼ぶを聴き、我が祈りを聞きいれ給え。（第６０聖詠、６調）  
        （句）我地の極より爾に呼ぶ。 

  箴言１０：３１～１１：１２ 

  晩３－金２　（６調）

神よ、我が呼ぶ


を


聴


き

 
我が祈りを聴きいれ た


ま

 
- え

 
 

                                                                 
第４週水曜日：        
      1.主神イズライリの神、独り奇跡を行う者は崇め讚めらる。（第７１聖詠、４調） 

 （句）神よ、爾の裁判を王に賜い、爾の義を王の子に賜え。 
  創世記９：１８～１０：１ 

  
主、神

晩４－水１　（４調）

イ

 
-ズ


ライリの

 
か み

 
ひ


と


り


奇


せ

 
きを行う者は


  

崇め 讃


め


ら


る

 
        



2.我に在りては、神に近づくは善し。（第７２聖詠、４調） 
 （句）神は難ぞイズライリ人に心の淨き者に仁慈なる。 
  箴言１２：２３～１３：９ 

 
わ

晩４－水２　（４調）

れ


に

 
在り ては

  
神に 近づくは


よ


し

 
 

第４週金曜日： 
１．イズライリの牧者よ、耳を傾けよ。（第７９聖詠、４調）                                 

（句）イオシフを羊の如く導くヘルビムに坐する者よ、己を顕せ。 
  創世記１２：１～７  

  
イ-

晩４－金1　（４調）

ズ

 
ライリの牧者よ、

  
耳をかた む


け


たま

 
え


        

２．歓びて神、我等の防固
か た め

に歌え。（第８０聖詠、４調） 
        （句）歌を執り鼓と佳琴としつとを与えよ。 

  箴言１４：１５～２６ 

 
よ

晩４－金２　（４調）

ろ


こ


び


て


か


み

  
我等のかために

 
歌
うた

い

 
たま


え

 
 

第５週水曜日：         
      1.仇を報ゆる神よ主仇を報ゆる神よ、己をあらわしたまえ。（第９３聖詠、４調）） 
        （句）地の審判者よ、起ちて驕慢の者に報い給え。 

  創世記１７：１～９ 

 
あ


だ

晩５－水１　（４調）

を

 
報ゆる神よ、主 仇を報ゆる神よ、


おのれ

己 を

 
顕
あらわ

し


た


ま


え

 
       

2.新たなる歌を、主に歌え。 
        （句）主に歌いて其の名を崇め讚めよ。（第９５聖詠、４調） 

  箴言１５：２０～１６：９ 

 
あ


ら

晩５－水２　（４調）

た


な


る


う


た


を

  
主


に


う


た


え

 
 

第５週木曜日 
1.主我が神を崇め讚め、其足凳に伏し拜めよ、是れ聖なり、（第九十八聖詠、第七調） 

句、主は王たり、諸民戰くべし。 

 
主

 ５週　木、晩１（７調）
我が神を


あが


め 讃


め

 
其の足台に伏し拝めよ、これ


聖


な

 
り


 

創世記 18:20-33 



2.全地よ、主に籲べ。（第九十九聖詠、第六調） 

句、樂を以て主に事へよ。 

 
全

５週　木、晩２（６調）

地

 
よ、


主


に


呼

 
- べ

 
 

箴言16:17-17:17 

 

第５週金曜日：                                                          
こうし゛       きょうし゛ゅつかんにんこうおん                                         

1.主は宏慈にして、矜恤寛忍鴻恩なり。（第１０２聖詠、４調）                              

（句）我が霊よ主を讚め揚げよ、我が中心よ其の聖なる名を讚め揚げよ。 
  創世記２２：１～１８ 

 
主

晩５－金1　（４調）

は

 
宏慈にして

  
矜恤寛忍

 
鴻


恩


な


り

 
      

2.主よ、爾の工業
し わ ざ

は何ぞ多き皆知恵を以て造れり。（第１０３聖詠、４調） 
       （句）我が霊よ主を讚め揚げよ、主我が神よ爾は至りて大なり。 

  箴言１７：１７～１８：５ 

 
主

晩５－金２　（４調）
よ、


爾のしわざは何ぞ多き、

 
み


な


智


恵


を


以


って


つ


く


れ


り

 
 

第６週水曜日：                                                                     

1.我生ける者の地にありて主の
かんばせ

顔 の前に行かん。（第１１４聖詠、４調）            

（句）我喜ぶ、主の我が声、我が祈りを聴きしに因る。 
  創世記４３：２６～４５：１６ 

 
わ

晩６－水1　（４調）

れ

 
生ける者の

 
地に於い


て

 
主


の


顔


かんばせ

の


ま


え


に

 
行


-


- かん

 
      

2.我誓を主に、その衆民の前に償わん。（第１１５聖、４調詠） 

       （句）我信ず、故に言えり、我
はなはだ

孔 傷めり。 
  箴言２１：２３～２２：４ 

 
わ

晩６－水２　（４調）

れ

 
誓いを


主

 
に

 
衆民の 前に

 
つ


- ぐ


の

 
わん


 

 第６週金曜日： 

1.我等の
た す け

扶助は天地を造りし主の名にあり。（第１２３聖詠、６調）                 

（句）イズライリ云うべし、若し、主我等と共にあらざりしならば、彼らは我等を生きな がら

呑みしならん。 

 
わ

晩６－金１　（６調）

れ


ら


の

    
たすけは、天地を創りし

  
主の名に

 
在


り

 
 

  創世記４９：３２～５０：２６ 

 



      2.主を頼む者はシオン山の如く動かずして永く存す。（第１２４聖詠、４調） 
 （句）蓋、主は悪者の杖に、義者の業の上にあるを許さざらん。 
  箴言３１：８～３１ 

 
主

晩６－金２　（４調）

を

 
頼む者は、シオン山の如く

 
動かずして


な


が


く


在


す

 
 

 

 

＜受難週月曜日＞ 

1.主はシオンより爾に降福せん、爾在世の諸日イエルサリムの安寧を見ん。（127

聖詠、６調） 

（句）凡そ主を恐れて、其の途を行く者は福なり。 
 エギペトを出づる：１：１－２０ 

  聖大月　晩１　（６調）　

爾シオンより

  
降 -福せん、

 
爾在世の諸日、 イズライリの


  

安


寧


を


見ん

 
 

2.我等主の名を以て爾等を祝福す。（128聖詠、８調） 

（句）我が幼き時より彼等多く我を攻めたり。 
 イオフ１：１－１２ 

  
わ

聖大月　晩２（８調）

れ


ら

 
主の名を 以て

  
爾等をしゅ


く

 
ふ く


す

 
 

受難週火曜日 

1.主よ、爾及び爾の能力の
ひつ

匱は爾が安息の所に立てよ。（131聖詠、６調） 

（句）主よ、ダヴィドと其の悉くの憂いとを記憶せよ。 
 エギペトを出づる：２：５－１０ 

  聖大火　晩１（６調）

主よ、爾及び爾の 能力


の


ひ


つ


は

 
なん


じ


が

 
安息の所に
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2.兄弟睦しく居るは、善なる哉、美なる哉。 

（句）是宝なる膏が首にありて、髯即ちアアロンの髯に流るるが如し。（132聖詠、

４調） 
 イオフ１：１３－２２ 

  聖大火　晩２（４調）
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受難週水曜日 

1.天の神を讃栄せよ、蓋し彼は仁慈にして、其の憐れみは世々に在ればなり。（135

聖詠 ４調） 

（句）諸神の神を讃栄せよ、其の憐れみは世々にあればなり。 
 エギペトを出づる：２：１１－２２ 
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2.主よ、爾の憐れみは世々にあり、爾の手の造りし者を棄つるなかれ。（137聖詠、

４調） 

（句）我心を盡くして爾を讃栄し、諸天使の前に置いて爾に歌ふ。 

 
 イオフ：２：１－１０ 

  聖大水　晩２　（４調）
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